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１．「鮭の聖地」ストーリーの特徴と概要



ストーリーの特徴１

タイトルの「鮭の聖地」というフレーズは

アイヌの伝承に由来するもの

鮭は知床の沖にいるカムイ(神様）が

袋の中の魚の骨や鱗を海にばらまくと

それがみるみる鮭の姿になって

人々の住む村のある川にのぼってくる



ストーリーの特徴２

北海道東部、根室海峡沿岸に位置する

１市３町にまつわるストーリー

北海道標津町

根室市

別海町

羅臼町

北方領土隣接地域の日本遺産



はじまりは「根室海峡」

やがて根室港誕生と北前船来航で「日本全国」へ

そして明治時代に缶詰技術が導入され「世界」へ

根室海峡の鮭をきっかけとする人々の交流は
時代と共に広がりを見せていく

ストーリーの軸は鮭を求める人々のつながり

「鮭の聖地」の物語
～根室海峡一万年の道程～



世界的価値を有する
自然環境

知床半島

野付半島

春国岱

シマフクロウ

オオワシの群れ

羅臼沖の鯨類

縄文から近代まで
一万年の歴史文化

縄文文化

オホーツク文化

アイヌ文化

江戸時代北方交流

明治の水産史

大正以降の開拓史

鮭の聖地ストーリーの構成要素

サ ケ川を通じ海と大地の
栄養循環を担う

あらゆる時代の
人の営みに関わる

エビ カニ コンブ サンマ ミルク

etc..

ホタテ

サケ漁の盛衰と表裏の関係



２．ストーリーを活かしたエコミュージアム構想



認定ストーリー
鮭の聖地を象徴する
12のエピソード

認定各市町を象徴する
エピソード

根室市 別海町

標津町 羅臼町

①認定ストーリーを総論としたサブストーリー体系の設定



認定ストーリー
鮭の聖地を象徴する
地域生産品８品目

②認定ストーリーを象徴する地域生産品のサブストーリー

地域生産品視点での
ストーリー再編集

鮭 鱒

昆布 エビ

ホタテ カニ

牛肉 乳製品



鮭の聖地をテーマとする
根室海峡沿岸の

エコミュージアム化



３．ストーリーを構成する文化財



12

標津町内を流れる
伊茶仁川・ポー川流域に
形成された史跡標津遺跡群

縄文～古代
(標津町)



13

現在の地表面から窪みで観察できる
竪穴住居跡群



14

大規模竪穴群が湿原や川、森など
周辺の自然環境と共に一体で保存されている



15

原始河川ポー川カヌー



ヒグマなど知床周辺の動物を象った
古代オホーツク人の造形品

古代(羅臼町)



古代北方文化に触れた上での
知床クルーズ



日本百名城にも登録されている
根室半島チャシ跡群

中世(根室市)



地域ガイドによるチャシツアー



司馬遼太郎の小説『菜の花の沖』の主人公
高田屋嘉兵衛が創祀した根室金刀比羅神社

近世(根室市)



宮司による解説



標津番屋屏風を活かしたまちあるきツアー

標津神社

神社を起点とした
ガイドプログラム 鮭みくじ

近世(標津町)

標津番屋屏風



旧奥行臼駅での
トロッコ乗車体験

近代(別海町)



一万年の歴史の上に培われた根室地域の味覚



地域の文化財や食を
各市町の拠点を起点として

ストーリーでつなぐ



代表 標津町教育委員会教育長 山﨑 佳

根室市(教育委員会、商工労働観光課)、別海町(教育委員会、商工観光課)
標津町(教育委員会、商工観光課)、羅臼町(教育委員会、産業創生課)
大地みらい信用金庫地域みらい創造センター
知床ねむろ観光連盟、根室市観光協会、別海町観光協会
南知床標津町観光協会、(一社)知床羅臼町観光協会
ねむろトコロジストの会、特定非営利活動法人別海町文化財ネットワーク
野付半島ネイチャークラブ、標津町観光ガイド協会、
特定非営利活動法人サーモンサイエンスミュージアム
根室管内アイヌ協会連合会、標津漁業協同組合、標津町農業協同組合

総括事務局 標津町教育委員会生涯学習課
地域事務局 根室市歴史と自然の資料館

別海町郷土資料館
羅臼町郷土資料館

４．鮭の聖地メナシネットワーク体制



５．具体の取組



飲食店・土産物店と
コラボした普及啓発



統一デザインのパンフレット１２種を
管内ゆかりの施設で配布



構成文化財のオリジナルカプセルトイを製作
管内博物館系施設で販売



構成文化財缶詰ラベルデザインを用いて
旧開拓使サケ缶詰を復刻販売



ストーリーゆかりの地でのプロモーション活動
会津若松市での幕末会津藩の歴史展示



６．今後の方向性

教育部局が中心となり取り組んできたが
今後は各市町観光協会を中心に

ストーリーを活かした観光振興を強化
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